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第２回多治見市地域包括支援センター運営協議会議事録 

 日 時：平成 26 年８月 29 日（金） 

 13:30～14:15 

 場 所：多治見市子ども情報センター研修室 

 

出席： 荒木登志枝委員、井澤賢録委員、加納忠行委員、北島浩子委員、田中英次委員、 

長谷川洋子委員、星野保隆委員、山田隆司委員、山中克仁委員   

（ｱｲｳｴｵ順） 

欠席： 橋本和夫委員 

事務局： 

福祉部： 石丸福祉部長 

高齢福祉課：加藤課長、春田リーダー、小栗リーダー、谷口、三宅 

地域包括支援センター：澁谷課長 
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定刻となりましたので、ただ今から平成 26 年度第２回多治見市地域包括支

援センター運営協議会を開催します。本日は、大変お忙しい中、ご出席いた

だきまして誠にありがとうございました。 

会議に入る前に資料の確認をさせていただきます。 

資料１「地域包括支援センターの整備方針について」事前に郵送させてい

ただいています。 

本日の当日配布資料として「地域包括支援センターの増設検討（案）」を追

加しています。ご確認ください。 

はじめに、福祉部長よりあいさつ申し上げます。 

～あいさつ～ 

それでは、ここからの進行は、会長にお願いします。 

それでは、これより議題に入ります。議題１．地域包括支援センターの整備

方針について事務局から説明願います。 

―資料に基づき説明― 

事務局の説明について、質問等ありませんか。 

５箇所目の精華地域のスケジュールはどのようにお考えですか。 

平成 27 年度中に行う予定です。採用期間等考え、半年で公募に係る準備、残

りの半年で法人の準備をしていただくことを想定しています。次回の運営協

議会で選考委員設置要綱と公募要領をお示しする予定です。 

５箇所の区割りはどうなりますか。 

まず、６箇所の区割りを行い、６箇所目の北栄地域については、南姫包括支

援センターが、北栄高齢者支援センターと協力して行う予定です。 

最初は、南姫包括支援センターが大変ですね。 

選定については、運営協議会の重要な役割のひとつと考えられますので、選

考委員は、運営協議会で選んではいかがでしょうか。 

運営協議会は、決定機関ではなく、意見をもらう会議と思っています。次回

の会議で素案を提示し、意見をいただくことにいたします。 

市で素案を練り、協議会に諮るというイメージですね。 

他の自治体でも公募は少なく、本市でも初めての試みのため、以前、社会福

祉施設の公募を行ったときの選考委員会を参考にしたいと思っています。 
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具体的にどのような構成員を考えてみえますか。 

運営協議会の代表、民生児童委員、ケアマネ協議会、介護保険調整委員会委

員、県の福祉課長及び福祉部長が相応しいと考えています。 

今回は公募し、次の運営協議会で素案を示すことでよろしいですか。 

医師会は、地域包括ケアの指導的立場にあるから、選考委員に是非入れてほ

しいです。 

ご意見として承ります。 

具体的にどんな法人を基準に選定するのですか。 

法人であることが大前提で、運営できる法人で、社会福祉法人と医療法人に

限定して公募したいと思っています。 

地域包括支援センターの運営は、５割が社会福祉協議会の委託で、残り社会

福祉協議会以外の社会福祉法人２割、医療法人２割及びその他 NPO 法人など

の法人で１割の実績があります。 

国の通達によりますと、地域包括支援センターを意識して立ち上げた法人は

可能ではありますが、今のところ考えていません。 

包括支援センターの運営実績がない法人でも大丈夫ですか。 

実績がなくても大丈夫だと考えています。 

社会福祉法人と医療法人で考えていますが、他の法人も入れるべきというご

意見があれば参考に伺いたいと思っています。 

運営母体が、県外でも大丈夫ですか。市内のみの制限等は行わないのですか。

市内の法人の方が、安心できると思いますが。 

運営母体が、市内外を問わず、拠点が市内にあるかどうかを前提としたいと

考えています。 

実際、地域包括支援センターは、人と車と相談場所があればできると思って

よろしいですか。 

面積的要件は定めていません。相談場所があれば運営できると考えています。 

選考委員会の委員を決めるとき、公平に行っていただきたい。 

継続的審議になるので、運営協議会が選考委員になるのが良いのではないか

と思います。 

委員の決定は、公平に考えていきたいと思っています。法人の方もお見えに

なりますので、この協議会が、そのまま選考委員会になることは考えていま

せん。次回の委員会で固めたいと考えています。 

以前、小規模特養の選定について、利害関係人は、選考時ははずれる形をと

られたと思います。 

第３回の委員会を２月か３月に開催する予定ですが、その時にご意見をいた

だき、要綱を策定いたします。議会に諮る必要はありませんので、市長決裁

後、協議会に報告いたします。 

新聞報道では、来年４月に２箇所オープンするとされていたが、遅れるとい

うことですか。 

笠原地域については、予定通り４月にオープンです。もう１箇所については、

平成 27 年度内に選考し、決定する予定です。 

その他意見等ございませんか。 

―その他意見なし― 

議題１．地域包括支援センターの整備方針について、承認いただける方は挙
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手してください。 

―全委員一致で承認― 

続きまして、その他について事務局からお願いします。 

次回の協議会は、２月か３月を予定していますのでよろしくお願いします。 

これをもちまして、第２回多治見市地域包括支援センター運営協議会を終了

します。 

 


